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2026 年３月期第２四半期業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社は、2025 年５月９日に公表いたしました 2026 年３月期（2025 年４月１日～2026 年３月 31 日）の第２四

半期業績予想と本日発表いたしました実績値との差異につきまして、以下のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2026 年３月期第２四半期業績予想値と実績値との差異（2025 年４月１日～2025 年９月 30 日） 

 
売 上 高 

（ 百 万 円 ） 

営 業 利 益 

（ 百 万 円 ） 

経 常 利 益 

（ 百 万 円 ） 

中 間 純 利 益 

（ 百 万 円 ） 

１ 株 当 た り 

中 間 純 利 益 

（ 円  銭 ） 

前 回 発 表 予 想

（ Ａ ） 
5,650 230 210 145 35.40 

実 績 値 

（ Ｂ ） 
5,620 347 332 221 54.09 

増 減 額 

（ Ｂ － Ａ ） 
△30 117 122 76 ― 

増 減 率 

（ ％ ） 
△0.5 50.9 58.1 52.4 ― 

（ 参 考 ） 

前 期 実 績 

（2025 年３月期

第 ２ 四 半 期 ） 

5,379 290 278 185 45.54 

 

２．差異の理由 

 売上高につきましては、インバウンド需要の増加による商業施設（ホテル）向けマットレスの受注や、当社直

営ショップにおけるデザイナー企画のソファの販売が堅調に推移した結果、ほぼ業績予想どおりの水準となり

ました。 

一方で利益面につきましては、新ブランド「KING KOIL（キングコイル）」拡販のためのプロモーション費用の

ほか、修繕工事に関する費用等、当初第２四半期に見込んでいた経費支出の一部が下半期へずれ込んだことに

より、営業利益、経常利益、中間純利益の各段階で予想を上回り、上記のとおり差異が生じました。 



 

上半期の経費支出が第３四半期以降にずれ込むため、第３四半期単独では利益の押し下げ要因となりますが、

引き続き業績は堅調に推移するなか、通期業績予想に変更はありません。 

 

以 上 


